
理罵規定及び施設利用におIす る合意事項

利篤規定

電.施設利用Iこ つもヽて

・施設内:よ禁煙です。喫煙1よ施設外でお願もヽ数します。

・タバ覇の吸い殻Iま投Iず捨てたり放置したりせず、各轟で適切Iこ処理してください。※灰霊Iま ありません。

・酒気を帯びた方のご利用、及び施設内での飲酒1ま お断り致します。
攘ゴミ籍 Iま設置 れておりません。ゴミIよ各由お持ち帰 りくださしヽ金
薔着替え|よ更衣室及び着替えスペ_スをご利驚ください。※クライミングエ [∫ アで鍮着替えiま しないでくださしヽ。
・量塵菫二冨≧び重壁塑塾2宣菫1墨

=lttL皇

重お願い致します。※盗難、紛失の責任Iよ負いかねます。
・男子 トイレ及び受付のある部屋へはクライミングシューズを瞳もヽたまま入らなもゝでくださもヽ。

・議車場蒔におIす る事故や トラブル:こ 轟してIよ―焼勢責任を負れヽません。
菫ご驀用:ま小学生以上とさせて務ヽただきます。

※小学 1～4年生|ま 「親子パック」でのみ利用可。

・中学生以下のご利用:こ :ま保護者又:よ弓1率者の間絆が必要です。

・高校生以下のご零球篤:こ |よ保護者仰同意が必要です。

・お子様連の方|よ、お子様が他のお客様の迷惑となる行動、事故のないよう監視してください。

例 :施設内を走り回る。他者との衝突の可能性のある場所1こ座り込む等.

・ご利用鋳間の長短:こかかわらず、入場後の返金:よ致しかねます。
日施設利用:こ お:す る怪我、事故:こつもヽての保険1ま ありません。

※本人及び保護者の責任で処理をしてください。

2颯 クライミングエリア内:こつも亀て
壼登り始ぬる前に周囲を確認してから壁に取付いてください。※先に登っている人が優先です。
最登つていなしヽ時:よ壁から離れて待機してくださ彗ゝ。
薔他の理用者の邪魔になるような場所 :こ座って待機 しないよう:こ してくださしヽ。
・マットの上で寝転がつて休憩しないでください。
・マットの上や施設内を走り回らないでください。

グループで 転 颯 演: 用の場合、ひ とつの壁や課題 存占拠するような の
JLヽ
√よ い よ つ 、他の利用者鍛L_ と

可 臨

」壱 と畿 り合 つ て ってください金
薔ホール ド1ま不意に回転、破援することがあります。

※回転した、動しヽてもヽる、また1ま破損したホール ドを見つ1すた場合1まスタッフにお知らせくださも亀會
薔粉状のチ ョークの 馬 :よ床置きタイプのチ ョーックパッグでのみ可能です。

※腰付 :サ タイプのチ妻―クパッグでの粉状チ褒―ク(ブ甕ックチョークを含)の ご刑躍Iま禁止です。

※出来るだ:サチョークボールや液体チョークをご利用ください。
霧お子様が登る時lま鸞:こ側 Iこ 毎ゝて注意してください。

・保護者の方が豊つているとき|よ、舞予様を安全な場所で待機させてくださしヽ.

菫基本構にクライミングをされないお子様|よ クライミングエ :ジ ア|こ 1ま入れません。
長クライミングをされない方I套マット鍛上f=典がらないでください。

霧その他

利黒規定及び施設利用 Iこ お Iす る合意事項を守つてしヽただ Iサなしヽ等、他のお客様のご迷惑、危険となると判断 した

場合、施設のご利用をお断りします。



施設利用I=お :す 儀合意事項

蓋施設Iまスポーツとしてのボルダ :ジ ングを提供する施設です。ショッピングモールや公園等:こ ある遊具

としてのボルダ :メ ングと|よ、ルールや遊び方、マナーが全然違います。

遊具としてのボルダ I」 ング鐘「落ちない前提墨で登つてしヽます。しかし、スポーツとしてのボルダリン

グまま当然母ように落ちます。なぜなら、登れない課題を登れるよう1こ なるた藉I=登っているからです。

そんな中

マットの上を不用意に移動したり安全確認を怠ると、接議事故の可能性が非常に大きくなります。事故|こ

ならなくても、ルールを守らなしヽ人が同じ空間|こ しヽるだiす で、「ひょつとしたも突然、自分の下|こ 人が入つ

て来るから?」 と思うと、思い切り登ることが出来なくなります。

当施設のルールは、ご利用される全ての方に楽しんでいただくために作られているルールです。必ず守
つて掛先だくようお1願い致します。

菫小学生以下のご理露 :こついて

小学生以下の ご利用 Iま全て保護者の管理のもとご利用いただきます。初回ご華壕用時の説明:ま保護者の方も一緒

|こ 聞懇ヽていただきます。

藤炒者はお予様がルールを守つて豊れてしヽるか、常に確認 してしヽただ くよ滲お願しヽ数 します。

凛ボルダリング事二つ掛て

ボルダIメ ングと!よ、比較的駆 、飛び降りられる範甕 (一般鋳:こ 1～ 5難)で、理―プを使わず:こ行うフIメ ークライ

ミングです。

当施設に1ま約4mの壁を設置し、着地するために厚さ織 25 cmの マットを敷いてありますが、これ|ま着地の衝撃を和

ら|ずる甦論のものであり、量て傷整落:=対応 してしヽ感わけで lま く特資金カミ確保されてしヽるもので1ま

轟り寵せん。

着地の体勢によって|ま捻控、打撲、骨折、死亡といった事故に繋がる可能性があります。

着地の際:こ は、必ず下[こ人がもヽなもヽことを確認し、安全な体勢で着地するよう1こ して下さもヽ。

墜落の際 |こ他の利用者と衝突する危険性がありますし、登つてしヽる時 :こ機の利用者と接触する可能性もあります。

登っている時や着地の際 :こ |ま必ず下 :こ人が掛ないか確認 し、接難が考えられる場合:こ :ま声を掛 :す る、登ることを中断

する等、春11燿彗同士が譲 り合つて事故を避 |す るよう努ぬて下さしゝ。

また、登つてし`6入 (試下クライマー):よ登ること|ミ 集申して爾国の状況 :こ 気付かな粗ヽことがあります勢で、

クライマーの下Iこ立つことや、通行することIま墜落の際、衝突事故に繋がり非常に危険です。

クライマーの下:こ立つことや、通行 Iま しないでくださじヽ。

クライミングエリア:こ入つたら、常Iこ爾りの壁とクライマーを観察し、クライマーが落下懇てく

る位置を予測して衝突しなLゝ位置で待機してくださ藝。

醸墓轟責僅のスポーツ

クライミング:よ死亡も含め事故:こ繋がる危険を伴うスポーッです。年齢、性麗!ま関係な標ヽこと:ま もとより、初J怒者、

エキスパー ト、ど命ような方Iこ も等しく危険|よ あります。そのことを理解した上で、自分鍮身|ま 自分で守るとしヽ季こ

とを前提1こ タライミングをしなIサればなりません。

また、自分の行動:こ より絶者|こ Iすがをさせる可能性もあります。

クライミングは自己 責 任 の上に成り立っているスポーツであることを理解してください。


